
 「○○の秋」というと、何を思い浮かべますか？ 

芸術の秋、スポーツの秋、読書の秋…いろいろな秋がありますが、今回は「実りの秋」をテーマに、 

鳥川町にあるとてもめずらしい梨の木『とよとみ梨』についてご紹介します。 

とても珍しい梨の木が、鳥川町にあるのをご存知ですか？ 

今号では、その『とよとみ梨』についてお伝えします。 
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東海愛知新聞(2010/12/10)、「続とっかわ

の里」 片岡禮子/著 AN386/ト、愛知県岡

崎市公式観光サイト 水と緑の森の駅 

 

世界にひとつだけの・・・♪ 

昔はおやつがわり？ 

≪昭和 20 年代の姿≫ ≪現在の姿≫ 

 樹齢 300年以上 奇跡の復活 

 

愛知県岡崎市公式観光サイト 水と緑の森の駅 より 

「続とっかわの里」より 

だ り よ た か ぬ 

鳥川町に自生している野生梨の一種、「とよとみ梨」。 

世界でこの一本しかないそうです。 

岡崎市の天然記念物に指定されています。 

名前の由来は、鳥川町が豊富村だったことによります。 

 

 

幹周り４ｍ、高さ 12ｍに

及ぶ推定樹齢 300 年の古木

でしたが、昭和 34 年の伊勢

湾台風で倒れて枯死。その後

分岐枝を植栽したところ、幹

周り 1.5ｍ高さ８ｍに成長し

ました。しかし、平成 21 年

の台風 18 号で再び倒木。そ

の後、樹木医による治療が施

され、現在の姿になりました。 

 

「とよとみ梨」は、ピンポン玉サイ

ズの小さな実をつけ、赤梨で皮はざら

ざらしています。地元ではかつて「石

梨」と呼ばれていた通り、硬くて渋い

ため食用には適しません。食物の乏し

い時代には、熟してやわらかくなった

ものを、子どもたちはおやつ代わりに

したそうです。 

 

 

とりかわ 

いし 

なし 



樫山町字山ノ神 21番地１ ℡82-2953  

【開館時間】9：00～1９：00 【休館日】月曜日 ※祝日の場合は開館、翌日以降の平日に休館。 

 

 

『ぽっとん ころころ どんぐり』 

いわさゆうこ/作 童心社 TE/E/ホ 

「ぽとぽと」「ころころ」なんのおと？ 

あきになると きこえるおと。ちゃいろくて つやつやで 

かわいいぼうしを かぶっている きのみだよ。 

そう、これはどんぐりがおちるおと。まるっこいどんぐり 

ほそながいどんぐり しましまぼうしのどんぐり。 

みんなは いくつ しっているかな？  

ほんをひらいて どんぐりはかせになろう。 

『モンスター・ホテルでハロウィン』 

柏葉幸子/作 小峰書店 913/カ 

ハロウィンのかそうをしたタイくんとソウくんきょうだ

い。まちかどでであったのは、まじょ３にん、フランケンシ

ュタイン、ミイラおとこにへんてこなとり。 

タイくんとソウくんは、いえのまえで「トリック・オア・

トリート」といってみます。でも、こえはちいさく 

て、いえからだれもでてきてくれません。それを 

みていたまじょたちは、ふたりがかわいそうになり…。 

『かわいい印象派』 

高橋明也/監修・著 杉山菜穂子/監修 

東京美術 723.0/カ 

印象派のいろいろな『かわいい』をテーマに、モネやルノワ

ールなどの作品を、違った角度から見ることができます。小さ

な動物たち、赤ちゃん、果物やお花など身近な題材も取り上げ

られているので、印象派ってよく分からない！という方にもオ

ススメです。 

芸術の世界を、本を通してゆっくりと鑑賞してみてはいかが

でしょうか。新しい発見があるかも知れませんよ。 

 

。 

 

青春真っ只中のあなたも、過去に青春を過ごした 

あなたも、ぜひ読んでみてください。 

 

      『五十八歳、山の家で猫と暮らす』 

   平野 恵理子/著 亜紀書房 914.6/ヒラ 

秋彼岸、都会から猫を連れて越してきた。場所は八ヶ岳南

麓。おしゃれな生活とは程遠い女一人、孤軍奮闘の山暮らし。

きっかけは最愛の母の死だった。深い悲しみと向き合いなが

ら、虫・・怖い、雪かき・・しんどい、トイレ・・凍結、体

調・・崩す。ああ、でも自然の美しさと人の助けが心にしみ

る。季節は巡り、春。心地よい孤独を感じながら、 

懸命に暮らしを作っていく。 

イラストレーターの著者が綴るエッセイ。手書き 

の文が添えられた、四季折々の挿絵がとても素敵な本です。 

 

                     

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  さる 

②  かわうそ 

③  おおかみ 

           

 

 ヒント 

 ✎答えはおたよりの最後です✎ 

ぬかたでもみられるよ！ 

 

としょかん 

✿ 図書館からのお知らせ ✿ 

 

 

秋号のおすすめ本 

昔話の「かにむかし」、「ももたろう」

「ふるやのもり」には、同じどうぶつが

でてくるよ！何のどうぶつかな？ 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止の 

ため、おはなし会、ブックスタートは 

中止や変更をしております。 

最新情報は、図書館ホームページ、 

館内掲示等でご確認ください。 

 さいご こた 

答え：①さる 

「灯火親しむべし」…。これは古代中国で広まった言葉で、「秋は過ごしやすい季節なので、夜には灯りをともして読

書をするのに最適だ」という意味です。四季を感じながら本に親しみ、秋の夜長を味わい尽くしてはいかがでしょうか。 

    図書館クイズ！ 

 

 

むかしばなし 

おな 

なん 


